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感覚入力で

体幹を安定化
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自己紹介
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妻・長男（高3）・次男（中2）
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Mission

怪我で引退する選手のいない社会の実現



なんのために生きるのか

自分の技術や経験を活かして幸せになれる人を増やすため



授業・講演
クリニック臨床指導

Academy





運動療法におけるAccordance
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Accordance block とPerformance tubeの関係性
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Performance Tube — Top View
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Performance が最外周

余白＝代償の領域

土台の拡張が Form の目的



Individual Factors

個体要因 （機能容量）

◐ 情報

d r i v e s

⌘ 物体



Information is Governed by the Nervous System

☖

L A Y E R  1
自己の身体構造に対する情報 –体性感覚を上位カテゴリとするサブモダリティ群

体性感覚 Somatosensation

L A Y E R  1 B 内部生理状態に対する情報 –独立カテゴリ（Craig 2002）

内受容覚 Interoception

◎

L A Y E R  2
空間内における自己の身体に関する情報 –空間定位の3要素統合

⊕

L A Y E R  3
自己を取り巻く環境に関する情報 –特殊感覚（触覚は Layer 1 に帰属）



Body Schema

身体の位置や動作を無意識に調整するための

脳内の「感覚的・運動的な地図」

体性感覚 内受容覚 視覚

前庭覚 記憶

トレーニングに対する適応の順序

1 神経系の適応

2 Body schema の書き換え

3 骨幹・関節の構造的成熟

⊘



体幹の安定性とは、固めることではない

体幹の安定性とは、四肢が最適に動くために体幹を「制御」する能力である。

固めて動かないこと 動きながら位置を制御すること

近位の安定が遠位の可動を生む 四肢が動く前に先行して働く 近位から遠位へ、順序立てて



姿勢制御 ── 定位と平衡の両立

定 位 平 衡両立

定位＝身体を「合わせる」働き

平衡＝重心を「収める」働き

感覚の配分は固定ではない

体性感覚 70%

前庭覚 20%

視覚 10%

不安定な床では

姿勢制御は「注意」を食う



足元から体幹へ

テクスチャー

1 足底の解像度が上がる

2 感覚の重みづけが戻る

3 身体の地図が描き直る

4 体幹が先に働く
鍛える前に、感じ直す。



手への入力が、肩を導く

手は、脳の中で最も広い領域を占める

＝手からの入力は、脳を動かす大きな手がかり。

手に荷重すると何が起きるか

1 閉鎖運動連鎖になる

2 高密度の感覚入力が届く

3 体幹が先行して働く

4 近位が安定し、遠位が動く

手への荷重課題は、体幹トレーニング、肩のリハビリ



発達に学ぶ ── 肢位が学習をつくる

S U P I N E

支持基底面が最大

P R O N E

上肢に荷重が乗る

S I T T I N G

基底面の狭小化が進む

S T A N D I N G

足底が唯一の接点に

ヒトはみな、この順序を一度通って歩き始める。 ── 崩れた時は、戻れる肢位から組み直す。
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